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１． Ｅｘｐｅｒｉｌｎｅｎｔａｔｉ。ｎ

　

音声の同化， 融合， 弱化， 脱落その他様々の微妙な音声現象が生じても， 我々が日常使用してい

る言語音の聴解においてはほとんど支障が生じない， 音声， 音韻のレベル以外に， 形態， 統語， 言

語外の要因も含めた広い意味での脈絡等も係わって聴解を助けているのである． 従って， これらの

種々の言語レベルから音声自体を切り離して， 客観的に細かな正確な記録を取ろうとする場合に

は，．その研究者の音声訓練の程度にもよるが， 母国語， 外国語にかかわらず， 聴覚だけで微妙な音

声現象を把握することは極めて難しい． このことは種々の音声機器による微妙な音声分析結果を見

ると良くわかる， 例えば筆者がこれまで使用して来た音声分析装置は，
“調音・音響分析機器によ

る 英 語 音 声 訓 練”（１｝に 示 し て あ る よ

　

う に， Ｅ１ｅｃｔｒｏｐａｌａｔｏｇｒａｐｈ，Ｓｏｕｎｄ ｓｐｅｃｔｒｏｇｒａｐｈ，Ｐｉｔｃｈ

Ｅｘｔｒａｃｔｏｒ，ＳｐｅｅｃｈＳｐｅｃｔｒｏｇｒａｐｈｉｃＤｉｓｐｌａｙ等であるが， これらは耳だけでは把握できないよう

な様々の音声現象を捕えることができる． 本稿では上記装置のうち，Ｓｏｕｎｄｓｐｅｃｔｒｏｇｒａｐｈを手段

として， 英語を学んでいる日本人学生が聞き誤りがちな英語音声について音声スペクトル分析を行

うことにする， つまり自然な速度の英語音声連続体を日本人が聴取する場合， どのような音声現象

が生じている場合に聴取に誤りが生じがちであるかを探るのが目的であるが， 実験者の耳による判

断だけでなく， その範囲を越えた音響音声学的な点まで分析器を手段として観察してみたいと思

う． なお寛寿雄氏他の共同研究
”誤聴分析”（２｝では 「聴き誤り」 を 「誤聴」（ＰｅｒｃｅｐｔｕａＩＥｒｒｏｒ） と

呼び， 「正聴－誤聴」， 「正聴率－誤聴率」， 「誤聴者」， 「誤聴分析」等として用いており， 都合の

良い用語なので筆者もこの日本語を標題に適用した， 冒頭に述べたように， 通常， 言語音の聴取に

は音声そのもの以外に他の言語レベル， 言語外の要因等が係わっていると考えられるので， 誤聴分

析はそのような面まで広く扱わねばならないものと思う， しかし誤聴が生ずる度に， それを文法面

や脈絡面からの予測力に起因するものとして， 注意を音声以外の問題に拡散させていると， 具体的

に個々の音声がどうなっているのか， その音声現象の解明に向けての検討が一向に深まらないこと

になる， つまり音声以外のレベルとの関連についての研究が必要であると同時にもう一方では音声

現象それ自体の研究を深めることが必要であり， 本稿の狙いは後者にある．

　

さて， 実験に使用した音声は， Ａ 財彰Ｚａｐを ＡＰめｍα物 わ 財ｏｄｅγれ Ａ粥銑たαれ居７２ｇ′禽た付属録音

ブープ（南雲堂）の一部で， 内容は， 店員（Ａ）と客（Ｂ）の対話である． それぞれの発話を分析し

たスペクトログラムの番号を付して英文を示すと次のようになる．

　

（Ａ）： Ｍａｙｌｈｅｌｐｙｏｕ？（Ｆｉｇ，１） （Ｂ）：Ｙｅｓ，ｐｌｅａｓｅ．（Ｆｉｇ，２，Ｆｉｇ，１６） ｌ ｗａｎｔｔｏ ｇｅｔ ａ

ｎｅｗｓｕｉｔ．（Ｆｉｇ．３，Ｆｉｇ．１６） Ｄｏ ｙｏｕ ｈａｖｅｔｈｉｎｇｓｉｎ ｍｙｓｉｚｅ？（Ｆｉｇ，４） （一Ａ）：１
’ｍ ｎｏｔｓｕｒｅｉｆ
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ｗｅｄｏ ｏｒｎｏｔ．（Ｆｉｇ．５，Ｆｉｇ．１７） Ｌｅビｓｔｒｙｔｈｉｓｃｏａｔｈｅｒｅ．（Ｆｉｇ．６） Ｐ１ｅａｓｅｔｒｙｉｔｏｎ ａｎｄ ｗｅ

ｃａｎ ｓｅｅｉｆｉｔ６ｔｓｙｏｕ，（Ｆｉｇ．７，Ｆｉｇ．１８） （Ｂ）：ｌｔｆｅｅｌｓａｌｉｔｔｌｅｂｉｇ，（Ｆｉｇ，８） Ｄｏ ｙｏｕ ｈａｖｅ

ａｎｙｔｈｉｎｇ ｓｍａｌｌｅｒＰ（Ｆｉｇ．９） （Ａ）： Ｎｏ，ｗｅｄｏ・ｆｔｈａｖｅ ｓｍａｌｌｅｒ ｓｉｚｅｓｉｎｔｈｉｓ ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ．
（Ｆｉｇ．１０） Ｗｈｙｄｏ汀ｔｙｏｕｔｒｙｔｈｅ

”Ｔｅｅｎ－Ｃｏｒｎｅｒ”？（Ｆｉｇ．１１） ｌｔｈｉｎｋｔｈｅｙ ｗｉｌｌｈａｖｅｔｈｅ

ｓｉｚｅ ｙｏｕ ｎｅｅｄ．（Ｆｉｇ．１２） （Ｂ）：Ｄｏｄｔｙｏｕｔｈｉｎｋｔｈｅｉｒｓｔｙｌｅｓ ａｒｅｔｏｏ ｙｏｕｎｇｆｏｒ ｍｅ？（Ｆｉｇ．

１３，Ｆｉｇ，１９） （Ａ）：Ｎｏ，ｏｆｃｏｕｒｓｅｎｏｔ，（Ｆｉｇ．１４） Ｔｈｅｙｈａｖｅ ａ ｖｅｒｙ ｇｏｏｄ ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ ｏｆｔｈｅ

ｌａｔｅｓｔｓｔｙｌｅｓｆｏｒ ｗｅｌｌ－ｄｒｅｓｓｅｄｙｏｕｎｇ ｍｅｎ．（Ｆｉｇ．１５，Ｆｉｇ．２０）

　

被験者は， 北海道教育大学函館分校の昭和６１年度新入生４５名（ＬＬ一般英語受講学生）であり，
入学直後にＬＬ教室においてリスニングテストを行った， つまりネイティブによる自然な発話速度

の上記録音テープをコンソールから各ブースに流して録音させ， 各自の必要に応じて， 聴取しにく

い部分は数回繰り返して聞いて良いこととし， 英文を書き取らせた， そして， このｄｉｃｔａｔｉｏｎに見

られた誤りの位置における音声現象をサウンド・スペクトログラフで分析し， どのような音声現象

が見られる場合に誤聴が生じがちであるか検討した，

　

ここで音響分析の方法と図の構成について説明しよう． 上記英文すべてについて，ＳＧ－０７型に

より音色， 高さ， 強さの三種類の分析を施した，

①音色の分析……櫨波器実効帯域幅３００ＨＺ， 分析範囲全幅８ＫＨｚ， レンジ２．４秒にセットし，

子音部分析のため周波数特性は高域強調とした広帯域幅パタン分析である．Ｆｉｇ．１からＦｉｇ．１５ま

でがこの分析結果としてのスペクトログラムである， それぞれ横軸は時間であり， Ｆｉｇ．４の左端に

ｌｏｏｍｓｅｃ（ｍｉｌｌｉｓｅｃｏｎｄｓ） の長さを表示してある，ｌｍｓｅｃは１／１０００秒の長さである． 縦軸は周波

数であるが， 放電記録紙はすべて５ＫＨｚの位置で切り取ったので， Ｆ
ｉｇ．１に示したように， 基底

がゼロで上限が５ＫＨｚである． Ｆｉｇ，１からＦｉｇ，１５までのパタン描記の母音部には， 時間軸に沿っ

ていくつもの周波数成分の帯，
Ｆｏｒｍａｎｔ（フォルマン．ト…周波数の低い下の位置から順に， Ｆ・，

Ｆ２，Ｆｇ…・・）が見られる． いずれの図にも周波数ゼロの基底線の下に， 時間の流れに沿って音の周

波数成分とできるだけ対応するように文字を配列してある，

②高さの分析……レンジは①と同様であるが， 櫨波器実効帯域幅を４５Ｈｚとした狭帯域幅パタ

ン分析である，ｐｉｔｃｈ周波数の測定を容易にするため， 分析範囲は１／２幅４ＫＨｚとして分析した

が， 本稿では上限を１．５ＫＨｚ（１５ｏｏＨｚ） とし， それ以上の部分は削除して示した．Ｆｉｇ．１６から

Ｆｉｇ．２０までの図のそれぞれ下半分がこの分析によるものであり，Ｆｉｇ．１６の右端にｏと１．５ＫＨｚ

の位置を表示してある， これらの図では， 時間軸に沿って何本もの細い筋が走っているが， これら

は時間の流れにより変動するｈａｒｍｏｎｉｃ（倍音） を表わしており， 一番下が基音 （基本周波数を示

す）， その上が，２倍音，３倍音……である， 第５倍音には加筆してｐ
ｉｔｃｈの変動プロセスを明瞭に

示した， 本稿では５倍音を測定して基本周波数を算出することにした． この分析は， 誤聴に与える

イントネーションの影響を探るためのものであり， 前掲のすべての英文に関して行ったが， 本稿で

はごく一部の図を参考のために示すにとどめた， しかし他の省略した図も本稿における考察には使

用した．

③強さの分析……Ｆｉｇ．１６からＦｉｇ．２０までの図のそれぞれ上半分に， 相対的強さとして振幅包絡

線を描記してある， そしてＦｉｇ．１６の上部右端に１ｏｄＢ（ｄｅｃｉｂｅｌ） の長さを示した， 縦軸が振幅，
横軸が時間であり， 時間軸のｓｃａｌｅはＦｉｇ．１ からＦｉｇ．２０まですべての図に共通である． Ｆｉｇ，１６
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からＦｉｇ．２０までの振幅描記には， 時間軸に沿って太い基底線を表示してあるが， これは振幅ゼロ

を示しているのではないので強さは測定できないが， 相互に振幅を比較することはできる， また振

幅の大小だけで英語のｓｔｒｅｓｓの程度を判断するわけには行かなし・が， 微妙な音の性質や位置の目

印として大変有効であり， ②で説明した倍音と共に， 言語リズム， 音調等のｐｒｏｓｏｄｉｃな面が誤聴

に与える影響を考察するために利用される， 振幅描記もすべての英文について行ったが， 本稿には

一部の例のみを示す， 以下， 対話の発話順にスペクトログラムを考察して行くことにする，

１１． Ｓｐｅｃｔｒｏｇｒａｐｈｉｃ Ａｎａｌｙｓｉｓ

　

〔１〕 肌の ヱ

　

庇砂 卸”，
コ（Ｆｉｇ，１）

　

ＺＢＳ Ｐをｑｓβ，（Ｆｉｇ．２，Ｆｉｇ．１６）

　

ここでは特別な音声変化は見られず， 母音フォルマソトの動きや子音の成分が明瞭に描かれてい

る． ただＦｉｇ．１のヱの後部でＦ２の上昇とＦ，の下降が見られた後， 庇妙の母音部まで切れ目がな

く， 基底線に沿ってｖｏｉｃｅｂａｒが見られるので， 庇砂の語頭音は有声の（６〕となっている． しかし

上部にかすかな摩擦喋音の成分が見られ， これを単なる母音と誤る者はいなかった． 但し 毎めを

れｏｐｅと誤った者がわずか見られたが， この 庇め の側音， ｄａｒｋ〔１〕のフォルマソトは〔ｏ〕の場合と

類似しているのである， 末尾に現われる側音だけを見ても， これが母音の後であるか子音の後であ

るかによって， フォルマソトに相違があり， 更に厳密には， 周囲の子音や母音の質によってＦ．，
Ｆ２，Ｆ３の数値に微妙な相違が見られる，

（３） Ｆｉｇ．２のＰを鯖８には母音に先行する側音があるが， こ

のＦ２は 脳めの側音のＦ２より高い位置にある様子が見られる，

　

〔２〕 ヱ

　

勿α飼

　

わ ｇ鑑 α

　

れｅｚｏ

　

ｓ”ＺＺ．（Ｆｉｇ．３，Ｆｉｇ．１６） Ｄｏ

　

ｙｏ“

　

ゐα健

　

物初那

　

加

　

創夕

　

ｓｉｚｅｐ

　　

（Ｆｉｇ．４）

　

Ｆｉｇ．３の れ α，Ｆｉｇ．４の Ｄｏ，すれ， 物効卵 のｓを脱落させている被験者が目立った， Ｗαれ云 わ の

間には歯茎閉鎖音のｓｐｉｋｅ（針状線）が見られるから， ここではｗαれれαとはなっていない， しかし

ｗａｎｔの〔ｎ〕の鼻音フォルマソトの後で， わずか４０ｍｓｅｃの無破裂閉鎖音が持続した後， おの歯茎

音が破裂し， その後４０ｍｓｅｃのかすかな摩擦成分が見られる． それから６０ｍｓｅｃの空白状態（〔ｇ〕

の閉鎖持続時間が含まれる） が続き，ｇｅｔの軟口蓋閉鎖解放の弱いｓｐｉｋｅが現われている， つまり

『ｏには母音状フォルマソトが欠如している． 解ｆの語末の閉鎖音は２５ｍｓｅｃのｆｌａｐ〔ｔ〕 となって

いるが， ここでは誤聴は生じていない， 後続のαには５０ｍｓｅｃもの長さがあり， ｇ諺 の母音の長さ

に匹敵するほどである． αの Ｆ，， Ｆ２を見ると， 彫云の母音フォルマソトに良く似ているので〔ｅ〕に

近いことになり， これを冠詞のαとして聴取できなかったのであろう， 次にｓ”ＺＺにおいては， 母

音フォルマントが消えて約ｌｏｏｍｓｅｃの歯茎閉鎖持続の後， 閉鎖解放のｓｐｉｋｅがかすかに見られ

る． つまり， これは無破裂閉鎖音ではないので， この位置で誤聴は生じていない，Ｆｉｇ．１６の振幅

を見ると， わやｇｅｆの語頭の位置に閉鎖解放の瞬間的な振幅の高まりが見られるが，ｇｅＺの末尾の

位置 亀〕では振幅包絡線が谷間を成している，ｓ”誌の末尾の破裂の位置にも小さな振幅の山が見ら

れる， ｗα煽 ごｏの第５倍音の動きを見ると，ｔｏには母音フォルマソトが生じていないので， この

位置でｐｉｔｃｈの測定はできないが， ｗαれＺの母音部の最高点２１ｏＨｚからゎに向って急に下降する

構えを見せている． なおｇｅＺの母音とαの振幅を比較してみると，αはわずか３ｄＢだけ小さい，

　

次にＦｉｇ，４においては， 文頭のＤｏの弱い破裂エネルギーが表示された直後， 高いＦ２と低いＦ，
が現われる， つまりＤｏは母音部を持たず， 弱破裂の〔ｄ〕の直後にｙ鯛 の半母音〔ｊ〕が生じている
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ことになる， 振幅描記におし・ても， この〔ｄ〕にはかすかな瞬間的な高まりが見えるに過ぎない．
Ｄｏ

を脱落させた者が多かったのはこのためであろう，たのｅの力には有声縞が見られ， 〔６〕 に変化し

ているが， ここには誤聴は生じていなし・， 乾物郡 の 〔ｅ〕 の摩擦のエネルギーは弱く，ＳＺｚｅの 〔ｓ〕

の摩擦の振幅より１８ｄＢも小さいが， これは正常に聴取されている． しかしｓ
ａｚｅの語頭の摩擦が

８０ｍｓｅｃ， 語末の摩擦が１２０ｍｓｅｃも持続するのに対して， 劫勿郡 の語末の摩擦はわずか４０ｍｓｅｃ

であり， これを聴取できずに脱落させる者がいた． また 勿 粥ｙにおけるＺれの母音は３０ｍｓｅｃで

あり，７

　

２から“⑦にかけて鼻音フォルマソトに変動も見られるが， ”は後続音に同化されてほぼ両

唇鼻音となり， ｍｙの語頭音と共にｌｏｏｍｓｅｃ持続している，

　

〔３〕 ｒ削

　

れｏｆｓ”惚 け ｚＵｅ ｄｏ

　

ｏγ 伽云，（Ｆｉｇ．５，Ｆｉｇ．１７） ＬＢＺｓ

　

ｉか

　

肋Ｚｓ

　

ｃｏの 庇〆ｅ，（Ｆｉｇ．６）

　　

躍如彫 云か

　

誌 ｏれ α”ｄ ｚＵ８ ｃα７２ｓｇｅ けす云万Ｚｓｙｏ“，（Ｆｉｇ．７，Ｆｉｇ．１８）

　

Ｆｉｇ．５で は れ可 ｓ”だ を ｍ彰γｅや ”ｏ云 存泌 や “〆 ｙｏ”に， ヴ ｗｇを方ち

　

ｏγ

　

れα を８”ｏｚｇゐ，“ｏＺ

をれｏｗ， “ をαとしたり落したりする例が見られた． 更にヴ ｗｅ ｄｏ

　

の ”〆の部分を書き取れ

ない者もいた． Ｆｉｇ．６では， 乙ｅ為 を
偽 や ｗねたゐに， の鰭 をｃメメとする者が見られた，Ｆｉｇ．７で

は， 誌 ｏれを をα鰯， 〆のば， 翻れ，ｄｏｗ７２とするなど様々な誤聴 が生 じて いる， また方おをｓ歳 や

ｗたたゐとする者もいた， 脱落の例としては，まちα７２メ

　

ヴ 万おのｓ等が多く見られる． ヴＺ云万お

ｙ鯛 の部分を書き取れない者も目立った，

　

先ず Ｆｉｇ，５のスペクトログラムを見ると， 最初の れ防 の母音はＦ．６ｏｏＨｚ，Ｆ２１５ｏｏＨｚの〔ａ〕であ

り， ｒ朔の二重母音よりも長い〔ｔ〕の約４０ｍｓｅｃの閉鎖の後， 〔～〕の摩擦成分に移行するが， 破擦

音〔ｔ～〕の前部に見られるような強い破裂の成分はなく， 〔ｔ〕から〔～〕へとゆるやかに移行してい

る．ｓ”’〃の母音部では，
Ｆ２がわずかに変動している． Ｎｏｒｔｈｅｒｎｓｔａｔｅｓの英語では， ｓ”陀 の母音

部においてＦ，，Ｆ２，Ｆ３とも全く変動しないようなスペクトログラムの例も出されているが，
（４｝米語

の〔～ｕが〕や〔ｂが〕のように母音の変動が明瞭に見られる場合は， 先ず〔～〕の直後， 過度部でＦ２が

一旦下降し， 後母音の位置に至り， その後上昇してＦ３と接し， そり舌中母音の位置に至る，
（５）所

で被験者が誤って書き取った”の”陀 や７２ｏＺｙ似 を発音すると， Ｆｉｇ．５の ”ｏＺｓ“だ よりも結びつき

の強い破擦音〔ｔ～〕が現われるであろう． この破擦音〔ｔ～〕とＦｉｇ．５の〔ｔ十～〕の相違は聞き分けら

れるはずである． また誤聴による７２所 存”βのおも， 発音してみると破裂の直後に強い摩擦が生じ

るので， 音韻解釈は別としても， 少なくとも音声学的には破擦音の性質を帯びるという点では〔ｔ～〕

に幾分類似していることになる． このことはＦｉｇ，６やＦｉｇ．７の云か の か の成分を見てもわかる．

次に，ｓｚ‘柁の後にけが現われるのであるが，ｓ”〆〃の
Ｆ２とＦ３が分離する位置がぴの母音の位置

である， そしてこの母音は， Ｆ，が４ｏｏＨｚ， Ｆ２が１３ｏＯ
ＨＺであるから〔１〕ではなく〔 であり， ｓ“だ

の母音部のＦ１，Ｆ２の周波数の位置にそのまま連続してから６０ｍｓｅｃの摩擦に移る． 更にまた げ

の後のｗｅの 〔ｗ〕 は瞬間的でしかも無声化しているので， 被験者にとってこの部分の聴取が難し

かったようである． ザ ｗｅを膚 とした者もいたが， これは〔ｆ〕の摩擦とｗｇの前舌高母音のフォル

マソトと， 更に後続の め の語頭の閉鎖を結びつけたものと思われる．
ｄｏ

　

ｏγの母音部フォルマソ

トにおいては，Ｆ２が〔ｄ〕 からの過渡部において下降し谷を成す部分が，
Ｆ１３ｏｏＨｚ，Ｆ２１ｏｏｏＨｚの

〔ｕ〕の位置であり， ここからＦ２は， 〔ｏ〕ではなく 際ｔ〕の位置へと周波数を上げて行き，
Ｆ３と接触

する． 最後の７２α〔ｎｏｔ〕 の持続時間は４２５ｍｓｅｃもあり， この一語だけでＺｆ ｗｅ ｄｏ

　

ｏγに近い長

さになっている． 末尾の 〔ｔ〕 にはかすかな破裂のｓｐｉｋｅが見えるのであるが， これを聞き落して

れｏｗ としたり， “ 〔ａー〕 と結びつけて８””艦ゑとする者もいた． 一方この発話の振幅（Ｆｉｇ．１７）を見

ると，ｓ“’〃の語頭の摩擦成分はかなり強いが， 先行する７２碑の閉鎖解放のエネルギーは見られな
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い， また５倍音のピッチ曲線に目を向けると，ｓ”〆ほからげの母音部へと跡切れることなく滑らか

なピッチの下降が見られ， 〔ｆ〕の位置で曲線が切れる様子が良くわかる． 文末の７２αの閉鎖音破裂

の位置には振幅のかすかな山が見られる，

　

次のＦｉｇ，６

　

においては，乙ｅ為の語頭子音の側音フォルマソトは非常に短く， 充分表示されな

いまま〔ｅ〕の Ｆ．，
Ｆ２が始まっている． 誤聴による・ｗ財物 やＺな については， これを発音した場合，

〔１〕 のＦ，がわずかに上がりＦ２が下がって， 〔ｅ〕 のＦ１， Ｆ２に類似することがある， ｃｏｑｆｐこおし、て

は， 誤聴による の弱の場合と同様， 母音部は〔ｏｕ〕であるが，ｃメグは の虜の歯茎閉鎖音の前に同

一調音点の側音を誤って付加して聴取した例である， なおスペクトログラムでは， の諺の末尾の

〔ｔ〕の位置には破裂のｓｐｉｋｅが見られ無声破裂音となっているが， 逆に， 語末に現われる有声音〔ｄ〕

も無声化して 〔ｄ〕 となり， 無声化の程度により日本人にとっては〔ｔ〕 と区別しづらくなる．

　

Ｆｉｇ，７では， Ｚリ メＺｏ”において，Ｚかの二重母音の第二要素とばＺの母音が連続しており， 母音

部ＦＩ，Ｆ２はどちらもほぼ同じ前舌高母音の位置にある， “の『は母音間で２５ｍｓｅｃのＨａｐ蔦〕と
なっており， ひれが４７０ｍｓｅｃも持続しているのに対しＺＺはわずかｌｏｏｍｓｅｃに過ぎなし・． ｏれの母

音のＦ，は不明瞭であるが，Ｆ，が７ｏＯＨＺ程度，Ｆ２が１４ｏｏＨｚで鼻音化しており， 〔常ｎ〕と発音さ

れている． 誤聴による′〃〃“， 諺ｏ“＆ のｗ“， 翻れを見ると， これらは弾音 葛〕を側音〔１〕， 破裂音

〔ｄ〕， 接近音〔ｒ〕と誤った結果であると考えられる．α７２〆の位置はｏ７２の末尾の歯茎閉鎖が解放され

て， 〔３〕に移る時点で， かすかに針状線の成分が見られ， 後続の２５ｍｓｅｃの母音部の後またｏ”の

鼻子音と同じ成分に戻るので， このα”〆を脱落させる被験者が多く見られたのである，ｓｅｅけす『

方Ｚｓｙｏ”については， ｓｅｅの母音部のＦ．３ｏｏＨｚ， Ｆ２２２ｏｏＨｚからげのＦ，４００ＨＺ， Ｆ２１５００ＨＺまで
フォルマソトが連続的に変動しているので，ｓｅｅ ヴの母音部は〔ｉａ〕である，Ｚ云の歯茎音はｓｐｉｋｅを

持たず， 無破裂である， そしてけの母音はｓｅｅの母音に連結しているので， この無破裂閉鎖音を

境に万‐（リー方という具合に万の成分が二度現われることになる， また げもＺｆも短く， Ｆｉｇ．１８か

らわかるように，ｐｉｔｃｈは低く１０ＯＨＺ以下であり， 振幅も， 弱いｚＵｅに比べてさえ１ｏｄＢも小さ

い， 従って ヴや誌を脱落させる被験者が多かったわけである， 次に方Ｚｓｙｏ”に関しては， 万なを

ｓｉおと誤った者もいたが，ｓｅｅと万ぉの語頭子音の振幅からわかるように， 〔ｆ〕 に比べて 〔ｓ〕の摩

擦成分のエネルギーはかなり強いのである， この部分に比較的多く見られた誤りは， 〔ｓ〕を脱落さ

せた方Ｚｙの‘や ｗ財物，ｙ錫 である． 誤聴によるこの二つの断片を発音してみると， どち らにも，
〔ｔｓ〕ではなく歯茎硬口蓋破擦音〔ｔ～〕が生ずる， しかしＦｉｇ．７においてはこの点が大変微妙である．
サウンドｏスペクトログラフによる単独の〔ｔ～〕， 〔ｔｓ〕， 〔～〕， 〔ｓ〕の分析結果を見ると， 〔ｔＤ， 〔ｔｓ〕

のスペクトログラムから破裂の部分を除去すると， それぞれ〔Ｄ， 〔ｓ〕と同じ摩擦の成分が残るこ

とがわかる， 一方 〔～〕， 〔ｓ〕のバラトグラムによれば， 英語， ドイツ語， フランス語で舌の接触部

が異なっている，
（６｝筆者はＥ１ｅｃｔｒｏｐａｌａｔｏｇｒａｐｈ（電極式人工口蓋装置）により日本語の母音と結合さ

せた〔Ｄ， 〔ｓ〕を動的に捕えてみた所， 接触面はドイツ語と英語の中間程度であった， 音響面では，
英語の場合， 歯茎硬口蓋音〔～〕 はｃｏｍｐａｃｔ（集約性）， 歯茎音〔ｓ〕 はｄｉ賃ｕｓｅ（拡散性） である，

（７）

Ｊ， Ｍ，Ｐｉｃｋｅｔｔは母音と交互に現われる種々の摩擦音を含むフレーズを分析し， そのスペクトログ

ラムを示しているが，
（８）これを見ると， 摩擦の主要な成分が表示される周波数の範囲は摩擦音の種

類によって異なることが良くわかる， 但し筆者がこれまでに分析して来た種々の自然な速度の， 或

は高速の発話では， なかなかスペクトログラムにこのような明瞭な差が表示されないことが多い，
ただ〔ｓ〕と〔～〕に関しては， 〔ｓ〕では４ＫＨｚより上に， 〔ｓ〕では２ＫＨｚより上に， 特に２ＫＨｚ

と４ＫＨｚの間の範囲に， 大きな摩擦喋音のエネルギーが見られる， 本稿に示したスペクトログラ

ム は上限を５ＫＨｚとしているので， 更に上を見ること はできない が， 例 えばｓｄｅｄあれ， 超彰ｓも



田

　

村

　

光

　

規

ｓ妙迄ｓ等を含んだＦｉｇ．１５を８ＫＨｚまで分析してみると， この成分の領域の違いが良くわかるので

ある， （本稿の図には５ＫＨｚ～８ＫＨｚの範囲は示さなかった．）万な

　

卸”における歯茎閉鎖解放直

後の摩擦成分の範囲を見ると，４ＫＨｚから２．５ＫＨｚの位置へと延びて行き， 〔ｓ〕と〔～〕を合わせ

たようなエネルギーの配置になっている．

　

一方ピッチ曲線の動きについては，
Ｆｉｇ．１８からわかるように， ｏれ”７２αが滑らかに連続してお

り， ピッチ周波数はα“ｄ及びその前で特に低く
８０ＨＺである， しかもこの位置の振幅も極めて小

さく， ザ ”の振幅と同程度である．

　

〔４〕 互 角ｅＺｓα 筋舵 ろ省．（Ｆｉｇ，８） Ｄｏｙｏ” 蹴りｅαの肋初ｇｓ創〆／好Ｐ（Ｆｉｇ．９）

　

Ｆｉｇ．８では 丑 花ｅなを け ｙｏｚ雄 とかげ ｙｏ”等と誤っている例が目立つ． このほか 茸Ｓたみ，＃

高等もあり，αを脱落させたりこれを 物８と誤る例もあった，
Ｆｉｇ．９では，αれ“煽れｇｓ”賜物γの部

分の誤りが多く，αれ“溺れｇ 創ｏ陀 （粥メリ，αれｙ云溺れ霧

　

伽鯛ほ，α７２男脳”ｇｓ伽α”等が見られた， ま

た Ｄｏやαれｙ－の脱落もあった．

　

Ｆｉｇ，８のスペクトログラムでは， 茸 の母音部は５０ｍｓｅｃで， 〔ｔ〕の破裂のｓｐｉｋｅは見られないま

まんｅあの唇歯摩擦に移行する． 誤聴の例を見ると， 茸の後の摩擦成分が強く知覚されているよう

である， またルｅあの母音部Ｆ２２３００ＨＺから側音のＦ２に向けてフォルマソト
が急下降しているの

で， 子音が後続しない母音フォルマソトのみの変動のように見える， 語尾のｓ
〔Ｚ〕 は後続の２５

ｍｓｅｃ程度の短いα〔ａ〕 と結びつき， この母音のＦ，，Ｆ２は大きな変動を見せないまま， 直後の側

音のフォルマソトに連続している．

　

Ｆｉｇ．９では， Ｄｏの弱い破裂のｓｐｉｋｅの後Ｆ．２５０ＨＺ， Ｆ２２２００ＨＺの前舌高母音フォルマソト
が生

じているが， これはｙ鰯 の語頭音の成分である，
煽れｇ末尾の鼻音と後続の無声の語頭音〔ｓ〕とは

固く結びついているが， この鼻音は無声化しているわけではない，ｓ伽
〆‘“の〔ｓ〕と〔ｍ〕の間，３０

ｍｓｅｃ程度の長さに渡って音声の成分が見られないが， これは〔ｍ〕 が無声化した位置と思われる，

ｓ伽〆‘－の母音は先行の 〔ｍ〕 の影響でＦ，が不明瞭であり鼻音化している， フランス語のｎａｓａ
ｌ

ｖｏｗｅｌの場合も， ｏｒａ
ｌｖｏｗｅｌのＦ．， Ｆ２に比べて

Ｆ．か弱い．
｛９） ｓ伽〆／” の側音のフォルマソトか

ら げ 〔ａｔ〕（Ｆ．が４００ＨＺ， Ｆ２が１４００ＨＺで，Ｆ３がＦ２に接近している位置）までなだらかな母音
状

の成分の変動が見られる． 好 か完全にｒｅｔｒｏ日ｅｘになっているのはわずか７０ｍｓｅｃである，

　

〔５〕 Ｎｏ， ｗｆ２ｄｏれ
’Ｚ卿粥 鋤伽”好 ｓＺｚｅｓ

　

勿

　

放逸

　

庇郷γ云伽鎚Ｚ，（Ｆｉｇ．１０）

　

賜り ｄｏ”’Ｚｙｏ”Ｚ“

　　

劫ｅ
“ 鑑れ－Ｃｏγ”” ″Ｐ（Ｆｉｇ．１１） ／

　

劫淑々

　

放り 仰ぎ” 姦御８

　

肋ＢＳＺＺｅｙｏ” “鑑α．（Ｆｉｇ，１２）

　

Ｆｉｇ．１０では 初 物癖 御Ｐα“粥８鰯 の誤聴が特に多かった． 肌γ．Ｐαγ（の粥ｅれろ

　

粥Ｚｓｓｅｄｐげ伽α粥川

（卿γ”α粥蹴り 及びこれに類似した誤りが多く， 豹禽を”綴ろ

　

れｅ鷲 等 と す る 者 も い た． ま た

ｓ粥α”“ の ８ ｓたＢＳの語尾のｓ， 初 の脱落が目立つ， Ｆ
ｉｇ．１１では Ｗ毎 を Ｗ加云とする者，

劫８を”

としたり脱落させたりする者が見られた． Ｆｉｇ．１２でもＦｉｇ．１１と同様にｔｈｅをａとしたり脱落させ

たりする誤りがあり， 更に 雛”を脱落させる例もあった． またｓ
ａｚｅをｓＺｄｇ，ｙｏ“”鑑αを 彩れすｏγ

とする誤聴も見られた．

　

Ｆｉｇ．１０においては， ｓ粥のＺβγの語尾のｒｅｔｒｏ
Ｈｅｘの持続時間はわずか３０ｍｓｅｃで， 直後のｓａｚｇｓ

の語頭子音の歯茎摩擦成分と接している，ＳＺｚｅｓの後半部にはｖｏｉｃｅｂａｒが見られるので声帯は振

動しているが， 〔ＺＩＺ〕 とか 〔Ｚａｚ〕 のような 〔１〕， 〔 の母音成分は殆ど見当らず，４ＫＨＺ以上の

領域に１８０ｍｓｅｃの歯茎摩擦の成分が見られるのみである． つまりほぼ 〔ｚｚ〕 のようになっている，

振幅を調べてみると前の〔ｚ〕の方がわずかに強い， 後続の 物にも母音フォルマソトは見当らず，ばれ
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はただ子音のみのｄｅｎｔａｌ〔Ｐ〕となっており， 次の 物〆ｓの 劫 もこの影響で〔Ｐ〕となっている， 最後

のｄＢ郷“伽ｅ可では， 語頭の〔ｄ〕の破裂喋音と後続母音を合わせてもわずか５０ｍｓｅｃであり， 〔ｐ〕

は７０ｍｓｅｃ閉鎖を持続させてから破裂のｓｐｉｋｅを示している， この語には〔ｔ〕が二度生じているが，

どちらにも破裂のｓｐｉｋｅは見当らない． 誤聴によって書き誤った 旧約

　

朔無雑，’２ｇ立等の語頭音は

劫メｓの語頭音の鼻音化によるものであり， 更に誤ってαｅＰのＺ粥ぼれｆ，の第１音節の歯茎破裂を結びつ

けて聴取したものと思われる，

　

Ｆｉｇ．１１においては， ｄｏ７２￥の語頭子音はわずか２０ｍｓｅｃのＨａｐを成しており， 振幅描記を調べ

てもやはり葛〕の場合と同様に振幅包絡線の瞬間的な谷間が生じている， そしてこれが文頭の Ｗ毎
と密着している． また物８の摩擦エネルギーは小さく， 持続時間もわずかであるが， 母音〔ａ〕の成

分は明瞭に示されている，

　

Ｆｉｇ．１２の 肋８についても同様の現象が見られる， またむり辺 の母音部はＦ，５００ＨＺ，Ｆ２１２００ＨＺで

あるから〔ｕ〕に近い〔ａ〕であり， 劫ｅと同様にこれも脱落させた者がいた，ｓａｚｅｙｏｚ‘”鑑αの部分

については，ｙ似 の語頭の前舌高母音のフォルマソトに引かれて，制彰の末尾の歯茎摩擦音〔ｚ〕の

エネルギーの位置が幾分周波数の低い位置にずれている， つまり〔３〕に近いことになる， このこと

はｓａｚｇの語頭の摩擦音の成分の範囲と比較してみると良くわかる．しかし通常の〔３〕のように２ＫＨｚ

の近辺までは， 摩擦成分が延びていない． ”ＢＢαの前舌高母音のＦ，，Ｆ２の後， 〔ｄ〕の歯茎閉鎖に

入るが， 閉鎖解放のｓｐｉｋｅは見られない． 振幅描記を見ても， この位置には振幅包絡線の瞬間的な

乱れが表示されていない，

　

〔６〕 Ｄｏ”常 卸“云溺れを

　

物のγｓがＢＳαだ Ｚｏｏ ｙｏ””８ 舟γ

　

粥ｅＰ（Ｆｉｇ．１３，Ｆｉｇ，１９）

　

云輝か ｓかをｓα焔の部分の誤聴が多い， 物“γを 物ｅ，ｙ鯛 αとする誤り，ｓがＢＳの語尾を落とし

たりｓ如γ（ｓ）とする誤り，ｓか迄２３と聴取してα陀を落とす誤り等が目立った， わずかではある

，が， 尤γ

　

伽８を方歌粥

　

伽８， Ｄｏ“？ ““を Ｄｏれ１ 魂８とする者もいた，

　

Ｆｉｇ．１３では，
Ｄｏれせとｙ似 のつなぎ目は破擦音 〔ｔｓ〕 を成し， 破裂の後７０ｍｓｅｃの〔～〕の成分が

見られ， ｙ似 の母音部には
Ｆ，３００ＨＺ， Ｆ２２２００ＨＺの前舌高母音フォルマソトが５０ｍｓｅｃ見られる

のみである， つまり 卸”は〔ｉ〕となっ
●ている， 豹βかの語頭の摩擦成分は弱く， 振幅描記にもかすか

にエネルギーが見られるに過ぎない， 母音部はＦ，４００ＨＺ， Ｆ２１８００Ｈｚのまま８０ｍｓｅｃの間変動し

ない． ただＦ３を見ると， 前半部よりも後半部でＦ２への接近度が強い， つまりここでは〔ｅ〕に近い

〔び〕が発せられていることになる． もしも 劫“γが〔６６ａＩ〕であれば， Ｆ２が次第に下がって行くのだ

が， ここでは通常の二重母音に見られるようなＦ，， Ｆ２の時間的変動がないのである， 次にｓか
をｓ

の母音部は， Ｆ，５００ＨＺ，Ｆ２１４００ＨＺのまま殆ど変化せず（つまり二重母音にならずに）側音の成分

に移行している． 〔ｚ〕の摩擦成分は弱く， 母音状の成分がこの位置で跡切れることなく後続の短い

αγｅ〔か〕 に移行している． 角γの母音部はわずか２５ｍｓｅｃのｒｅｔｒｏａｅｘ〔ぴ〕（Ｆ・４００ＨＺ，Ｆ２１４００ＨＺ，

・Ｆ３１７５０ＨＺ）である，

　

Ｆｉｇ．１９の振幅包絡線を見ると， 劫のγの〔さ〕やｓ紗をｓの〔ｚ〕の摩擦エネルギーがごくわずかであ

ることがわかる． また倍音を見ると，２倍音，３倍音ではｓかをｓα焔の間に切れ目がなく，
ピッチ

曲線は１５０ＨＺから１０ＯＨＺへと滑らかに下降している．

　

〔７〕 Ｍｏ，ｑ

　

ｆｃｏのｓｇ

　

”〆．（Ｆｉｇ，１４） ７

　

１ぬり 腐り〃” 健か ｇｏｏｄｓｄＢｃｒわれ，ｏｆｆ膨 卿ｒｇｓＺｓか彰ｓ

　　

舟γ

　

ｗｇ′／－〆メゼｓｓｅｄ ｙｏ“７２ｇ 朔銑，（Ｆｉｇ，１５，Ｆｉｇ．２０）

　

Ｆｉｇ，１４では誤聴は殆ど生じなかったが，７

　

２０ｆを ”ｏｗ とする者が数人いた． Ｆｉｇ．１５では様々な誤



田

　

村

　

光

　

規

聴が見られた， 文頭から文末への順に （

　

） 内に誤聴の例を示してみると次のようになる． ……

Ｔ彬γ（彬ｅ，Ｓ脳），α（脱 落），ｓ郷α云わ７２（ｃαＺｅｄの”， の“鑑云わ〃， 豹β をｃｚ“〆〃），ｓｇをｃ”ｏ”ｑｆ（ｓｅをｃ‐

云わ’２猶彰， 定α幻”〆，〆ｅｃ云わ７ｍＺ），ｑ

　

ｆ（脱 落）， 劫ｅ（α，脱 落），‘のｅｓｉ（Ｚの”， ねの），ｓがｅｓ（ｓか彰），

たγ（脱 落），－〆γβｓｓｇｄ（－卿ａｓｓ）， 加８れ（朔αれ）．特にｓ認βメカ”，‘のβ鱒

　

創勿 の 誤り， ｓがＢＳ，－〆だｓｓｅｄ

の語尾の脱落が目立つ．

　

Ｆｉｇ，１４においては，７

　

２αの母音のＦ，は先行の歯茎鼻音の影響で弱められており， 少し不明瞭な

所があるが， この母音はＦ，８００ＨＺ， Ｆ２１４００ＨＺの米語の低母音であり， ２５０ｍｓｅｃも持続 してい

る． 語末の歯茎閉鎖音は明瞭な破裂のｓｐｉｋｅを示しており， このことは振幅描記にも表われてい

る．

　

次にＦｉｇ．１５については，Ｆｉｇ．２０の振幅包絡線， ピッチ曲線と共に， 文頭から順に検討して行く

ことにする． 但しＦｉｇ．２０の分析では‘のａｓＺｓ（別ＢＳ）の－か‘ａｓ以下は省略してある． ７

　

Ｔぬａｙの語頭の

摩擦は弱く， 振幅にもこのエネルギーは殆ど表示されていない， 母音部のピッチは高く，２５０ＨＺ

であるが， 母音部の長さはわずか５０ｍｓｅｃである． ここからピッチはαまで大きく下降するが， α

だけで８０ｍｓｅｃもあり， 振幅描記にもエネルギーは大きく示されている．ｓａ′〃メカ”の語頭音の成分

は明瞭な歯茎摩擦音の位置を示しているが， 持続時間はわずか６０ｍｓｅｃである， そしてこの語の

第１音節の母音は前舌高母音ではなく， 中舌母音〔明 のフォルマソトを示しており， 持続時間はわ

ずか４０ｍｓｅｃである． 次の側音〔１〕の成分は６０ｍｓｅｃ持続してし・る． もしもここに〔ｒ〕が生じたと

すると，Ｆ３が下降してＦ２に接近する様子が見られるのであるが， 〔１〕の位置ではＦ３はかなり高い

周波数域を走っている，－云われには英語の典型的な〔～〕の成分が強く表示されており， この摩擦の

直前には〔ｋ〕の破裂のｓｐｉｋｅが明瞭に見られる， 振幅描記でもこの様子が良く表われている． 次の

けの位置でピッチは最低の８０ｍｓｅｃとなるが， この－云わ〃 ｑｆ 豹ａの部分では， １０ＯＨＺ以下の低

し・・ピッチが続いてし・る， ｓａ‘ａｃｚＺｏれの語末のわずか４０ｍｓｅｃの鼻子音〔ｎ〕から 彰Ｚａ‐まで切れ目なく

ｖｏｉｃｅｂａｒが連続しており， ｑ

　

ｆと 劫ａの〔ｖ〕， 〔６〕の成分はＦｉｇ．１５には殆ど表われておらず， Ｆｉｇ．

２０を見ても振幅が極めて小さい．ｑ

　

ｆと 物ａの短母音のＦ２を比較してみると，ｑ

　

ｆの方が少し高い

が， どちらも中舌音の領域にある， 如云ａｓ云の第１音節の云は３０ｍｓｅｃの有声の 〔も〕であり， 振幅包

絡線もこの位置で瞬間的な谷を成す． この直後の母音はＦ．３００ＨＺ， Ｆ２１９００ＨＺであるから， 前舌

高母音に近い音である， 卿Ｚａｓ云からｓかをｓまでの間における‐ｓ始卜には面白い音声現象が見られ

る，－ｓな－の間では， 典型的な歯茎摩擦音の成分が， 特に４ＫＨｚ以上の範囲に明瞭に表示されてお

り， 約ｌｏｏｍｓｅｃ持続している． しかしこの間に二つの 〔ｓ〕 を区切るような要素は見当たらない．

Ｆｉｇ．２０の振幅を見ると，‐ｓな－の間に振幅包絡線の乱れがかすかに見られ， 振幅の高まりが二つに

分離できるかのように見えるが， 例えばＦｉｇ．１６のｓ“”の語頭音の振幅にも同様の微妙な現象は見

られるのであるから， Ｆｉｇ．２０の程度の振幅の乱れは， －ｓ鳶－を区切るＺが生じた証拠にはならな

い． 音響上はただ〔ｓ〕がｌｏｏｍｓｅｃ持続したものとみなされる， しかし＄柳ＢＳのＺは破裂のｓｐｉｋｅを

示している． 従って 如云ａｓＺｓ妙′ａｓの二語のつなぎ目には， 被験者によってはｓＺの結びつきが一度

しか生じてし・ないかのように聴取したのである， なおｓがＢＳの語尾には７０ｍｓｅｃ程度の〔ｓ〕の成分

が見られる． 舟γの語頭には， 摩擦というよりは， 弱い破裂のｓｐｉｋｅ状の成分が見られ， 母音部は

５０ｍｓｅｃ持続して 〔ｗ〕 の成分に滑らかに移行して行く．－〆γＢＳｓａｄにおし・ては， 〔ｓ〕 の成分が５０

ｍｓｅｃ続し・た後〔ｔ〕の閉鎖に入り， 後続のｙｏ”７２ｇの語頭音（前舌高母音の成分を示す）の影響で， 破

擦音のように摩擦成分を伴って破裂している様子が見られる， このｙｏ“〃ｇ粥鋤の位置で倍音を測

定してみると， 二つの語がどちらも１０ＯＨＺのピッチのまま連続しており， 粥８７２の末尾でわずかに

下降している， そしてこの 加ａ”の母音部は， Ｆ，３ｏｏＨｚ， Ｆ２１８００Ｈｚの高めの〔ｅ〕であり， 〔陀〕や

８
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〔３〕 ではない，

１１１． Ｓｕｍｍａｒｙ

英語の対話に現われた自然な速度の発話の中で， 日本人学生が聞き誤った音声連続体につし・て，
以上のようにＳｏｕｎｄｓｐｅｃｔｒｏｇｒａｐｈによる音響分析を試みた， その方法として， 広帯域パタン分

析による ｓｐｅｃｔｒｏｇｒａｍ に見られる周波数成分の時間的変動を中心に音声成分の測定を行ったが，
倍音から算出した基本周波数とピッチ曲線， 及び振幅包絡線の測定結果をも補助的に利用しつつ，
誤聴の目立つ位置における音声現象を検討して来た． これらの中には， 文法を考慮すれば生ずるは

ずの ないＤｏ“ｆｓ桜＊（正 し く は Ｄｏ“ｆｙｏｚ‘），身Ｓ たｅＺｓ
＊（正 互 角ｅ′ｓ）， わγ

　

をαγ“＊（正 ”γ ば『

ｏれ） 等 の誤聴，ｌｅｘｉｃｏｎに は 反 す る がｐｈｏｎｏｔａｃｔｉｃｓか ら は 許 容 さ れ るｓ錫βα〆励め彰＊， 物β

Ｚｅｄぜ伽メド （正ｓα鑑Ｚわれ ｑｆ）， ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙやｓｙｎｔａｘからも 許容さ れる 物ｅｓがβ 黍
＊
， 肋ＢＳ如な

α〆８＊（正 最ｅ” ｓかＺｅｓ 解β），ｄｉａｌｏｇｕｅ全体の場面や話題にからむｓＺｚｅｊ“”Ｚｏγ
＊（正ｓＺｚｅｙｏ” ”ββ〆），

豹ｅ

　

Ｚαの ｓ朝Ｂが （正Ｚたｅ

　

ＺのｇｓｉｓかＺｅｓ） 等の誤聴も生じている， 従って言語の種々 の レベ ル か ら

の予測力の作用もからんでいることがわかる， しかし本稿では音声現象そのものに焦点をしぼっ

て， どのような音声現象が見られると誤聴が生じがちであるか， 単に耳だけでなく音声分析装置に

よりＦｉｇ．１からＦｉｇ．２０までの広帯域パタン描記， 狭帯域パタン描記， 振幅描記， 及び本稿には図

示を省略した描記も含めて， 測定し検討して来た． その結果スペクトログラムの上では特に次のよ

うな音声現象が観察される．

　

先ず， 母音フォルマソトが欠如し， ェネルギ－の小さな摩擦成分やｓｐｉｋｅのみを示すような発話

断片の聴取には， 脱落をはじめとする多くの誤りが生ずる． また持続時間の短い５０ｍｓｅｃ程度の

母音成分で始まる語が， 先行の語の母音部Ｆ．， Ｆ２と結合すると， 語の境界を誤りがちである， 一

方， 誤聴には言語リズムやピッチ曲線からの影響もあり，５０ｍｓｅｃ以下の母音部を持つ語が１０Ｏ

ＨＺ程度或し・はそれ以下のピッチ曲線に乗っている場合， または高い基本周波数から低い基本周波

数へとピッチが変動する位置に現われる場合に， 脱落をはじめとする誤りが多し・， また持続時間が

ほぼ等しく短い１音節語が連続する場合に多くの誤聴が見られるが， 持続時間を延長させたからと

し・って必ずしも誤りが生じないわけではなく， 単母音が強調その他の理由で引き延ばされると， 子

音への過渡部を示す湾曲したフォルマソトによって， 単母音が二重母音として誤って聴取されるこ

ともある， その他， スペクトログラムに閉鎖解放のｓｐｉｋｅが生じない場合， 舌歯摩擦音が先行子音

の鼻音フォルマソトの影響を受ける場合， 低いＦ１と高いＦ２が示す前舌高母音フォルマソトで始

まる語が歯茎音ないし歯茎硬口蓋音の成分に後続する場合の誤聴も目立つ． ことに前舌高母音成分

直前の〔ｓ〕の４ＫＨｚの歯茎摩擦成分と〔～〕の２ＫＨｚの歯茎硬口蓋摩擦成分の間はｉｎｄｉｓｃｒｅｔｅであ

って， 周波数軸における摩擦エネルギーの延びの範囲が極めて微妙である，
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“調音・音響分析機器による英語音声訓練，
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